
平成26年度 第９次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．施策の概要　【ＰＬＡＮ】

３．施策の成果を把握していくための指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

４．施策を進めるに当たって要する（した）経費　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 （単位：千円）

５．施策の成果　【ＣＨＥＣＫ】

６．今後の施策の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡大 ■ ２．改善継続 □ ３．維持継続 □ ４．縮小廃止

施策の成果
（成果が上がっているか、政策の目

標実現に貢献しているか）

平成２６年に実施した「鳥取市男女共同参画に関する意識調査」の結果によると、男女平等意識は以前より少しずつ進んできており、センターを拠点とした
団体の活動支援及び市民啓発の取り組み等により一定の成果を収めてきている。しかし、社会のさまざまな分野において、「男性の方が優遇されている」と
感じている人は依然として多く、そのため、地域と協働して性別にかかわりなく個性や能力を十分に発揮できる環境を整備し、人材の掘り起こしやリーダー
の育成方法を確立することを急務とする。

方向性
担当部長評価コメント
（部としての施策の方向性）

※市民等との協働の推進、行財政改
革の推進の視点を踏まえて記載

男女共同参画社会について市民に浸透を図っていくためには、まず啓発の機会を多く提供する必要がある。そのためには様々な分野における人材の発掘・育
成が急がれる。また、男女共同参画を進めていく上で重要である「男性にとっての男女共同参画の意義」について理解を深める啓発事業にも力点を置いてい
く必要がある。さらに、「ワーク・ライフ・バランス」の推進についても、企業及び市民に向けた普及啓発も併せて必要である。また、女性の審議会委員の
登用率が、目標の４０％に近づくよう、庁内関係各部署への働きかけを行っていく必要がある。

決算額 14,868 14,716 14,859 16,215 0

0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

3

　

　

目標 0 0 0 0

目標達成率

40

実績 31.9 32.4 31.3 32 0

（指標の説明）
女性の政策・方針決定過程への参画状況を見る指標として、審議会委員への登用率４０％をめざす。（基準値は平成２２年度）

2

女性の審議会委員登用率（９月上旬
確定予定）

％

目標 34 36 38 39

目標達成率 94% 90% 82% 82%

0

実績 0 0 0 18.7 0

（指標の説明）
「男女共同参画に関する意識調査」の結果。（基準値は平成２１年度）

平成25年度 平成26年度 平成27年度

成
果
指
標

1

「社会全体で男女の地位が平等に
なっている」と思う割合

％

目標 0 0

指標名 単位 区分 平成23年度 平成24年度

目標達成率 62%

0 30

めざす方向

学校、家庭、地域、職場などあらゆる分野で、性別にかかわりなく、個人として尊重され、一人ひとりの個性や 
能力が発揮できる男女共同参画社会の形成をめざします。また、男女間における暴力は重大な人権侵害であり、 
配偶者などによる暴力、性犯罪、セクシャル・ハラスメントなどを許さない社会づくりを目指します。

達成するため
の対策・手段

①男女共同参画を推進する人材の育成 
②男性に対する男女共同参画意識の啓発 
③地域との協働による人材の発掘及び啓発の手法等についての確立 
④仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進の啓発 
⑤男女間におけるあらゆる暴力を起こさないための啓発や被害者の保護・支援

総
合
計
画

の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称

まちづくりの目標 20 心豊かにいきいきと　人が輝くまちづくり

政策 02 互いの人権を尊重し、心豊かな社会をつくる

施策評価シート
施策ｺｰﾄﾞ 2202

施策名 男女共同参画社会の形成 所属名 人権推進課　男女共同参画室

現状と課題

【【現状】○本市は、平成１４年に「鳥取市男女共同参画推進条例」を制定するとともに、平成１６年に「男女 
共同参画都市宣言」を行い、家庭や地域、職場などにおけるあらゆる活動において、性別にとらわれることなく 
、対等な立場に立って、女性と男性が共に喜びと責任を分かち合う男女共同参画社会の形成に取組んでいます。 
○毎年10月6日から12日までを「鳥取市男女共同参画週間」として、広報・普及活動を行うなど、「男女共同参 
画都市・とっとり」の実現をめざし、市民、企業、男女共同参画登録団体等との協働により総合的・体系的に施 
策を展開しています。 
○市民が真に豊かで活力ある暮らしを実現するため、社会のあらゆる活動において、性別にとらわれず、個性と 
能力を発揮できる男女共同参画社会形成の促進に積極的に取組むことが必要です。 
【課題】○従来から女性の就業率が高く、さまざまな分野への女性の参加が進んでいますが、一方で、職場や家 
庭、地域では、男女の固定的な性別役割分担意識が残っています。 



（おもて）

平成26年度 第９次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

鳥取市女性人材バンク登録者数

　

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 000935 重点事業区分 －

事務事業名 男女共同参画人材育成事業 所属名 人権推進課　男女共同参画室

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 20 心豊かにいきいきと　人が輝くまちづくり 事業期間 全期

政策 02 互いの人権を尊重し、心豊かな社会をつくる 鳥取市男女共同参画推進条例、第
２次鳥取市男女共同参画かがやき
プラン

施策 2202 男女共同参画社会の形成

事業分類区分 ソフト（任意）

女性の審議会委員登用率（９月上旬確定予定） 31% 40% 運営方法 直営

対象
（何を、誰を）

人材バンク登録者及び登録予定者

意図
（どのような状態
にするために）

女性リーダーの養成と政策・方針決定過程への女性の積極的な参画を促進し、女性と男性とが社会の対等な構成 
員として活躍できる男女共同参画社会を目指す。

手段
（どうするのか）

（１）研修会の開催 
（２）審議会委員等への推薦 
（３）研修への派遣

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 女性人材バンク登録事業費 予算事業コード 01-02-01-07-14-07

施
策
の
目

標

目標の種別 平成23年度 平成27年度
「社会全体で男女の地位が平等になっている」と思う割合 0% 0%

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

平成26年度 平成27年度

年度別計画

研修会の開催 
審議会委員等への推薦 
研修への派遣

研修会の開催 
審議会委員等への推薦 
研修への派遣

審議会委員等への推薦 
制度の見直し

審議会委員等への推薦 
制度の見直し

審議会委員等への推薦 
各種研修会の案内

内
容

平成23年度 平成24年度 平成25年度

年度別実績

各種研修会の案内 各種研修会の案内 
審議会委員等への推薦

各種研修会の案内 各種研修会の案内 　

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円）

直接経費　Ａ 20 24 23 23 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 770 395 387 399 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 0 0 0

人件費　Ｂ 750 371 364 376 0

0 0

一般財源 20 24 23 23 0

0.05 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の

内訳

正規職員 0.10 0.05 0.05

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.000.00

指標名 単位 区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度

活
動
指
標

1

女性リーダーとしての鳥取市女性人材バンク登録者
数 人

目標 26 33 40

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

40 40

実績 18 18 18 18 0

平成26年度 平成27年度

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0 0 0

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．平成26年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

■ １．妥当である

□ ２．ほぼ妥当である

□ ３．あまり妥当ではない

□ ４．妥当ではない

□ １．有効である

■ ２．やや有効である

□ ３．あまり有効でない

□ ４．有効でない

□ １．効率的である

■ ２．やや効率的である

□ ３．あまり効率的ではない

□ ４．効率的ではない

■ １．公平である

□ ２．やや公平である

□ ３．あまり公平ではない

□ ４．公平ではない

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

■ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 ■ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】男女共同参画室 0857-20-3166 
 
【９次総の施策体系】2202 
 
【予算計上の経過】なし 
 
【事業の概要】 
〈経過及び背景〉 
　鳥取市女性人材バンクは、女性リーダーの養成と政策・方針決定過程への女性の積極的 
な参画を促進し、女性と男性とが社会の対等な構成員として活躍できる男女共同参画社会 
を目指して創設した。（登録者数１８人／Ｈ２７．３．３１現在） 
〈目的及び効果〉 
　人材バンク登録者の各種審議会委員への推薦により女性の審議会等への参画率向上と、 
研修会への講師派遣など女性の能力を積極的かつ効果的に発揮することが出来る。また、 
登録者が地域のリーダーとなり、男女共同参画推進の牽引者となることが期待できる。 
〈内容〉 
（１）登録者の募集（２）登録者を対象とした研修会の開催（３）審議会委員等への推薦 
（４）国立女性教育会館研修、県地域リーダー研修への派遣旅費、リーダー研修補助金　 
 
【事業の成果】 
　男女共同参画に関する情報提供や、各種講座・イベント等への参加を呼びかけを行い、 
リーダー育成を図った。 
 
【今後の課題・方向性】 
　登録者の増加と活用の推進を図る。

指標名 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

指
標
達
成
率

1
女性リーダーとしての鳥取市女性人材バンク登録者数

69% 55% 45% 45%

2
　

3
　

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

目的の妥当性
政策・方針決定過程への女性の参画を拡大するために、有効な情報であ
る。

・市が関与すべき範囲か
・対象と意図は現行でよいか
・適切な目標が設定されているか

事業の有効性
より広く活用されやすいものになるよう、リストの再構築を検討する必要があ
る。

・成果の向上につながっているか
・同じ目的をもつ他の事務事業はないか

資源投入の効率性
登録者の増加を図り効率性を高める必要がある。

・事業の実施手法は効率的か
・高い費用対効果が得られているか
・外部委託の可能性はないか

サービスの公平性
登録情報の整備と制度の周知が重要である。

・対象は適切か
・受益者負担は適正か

今後の方向性

担当課長の評価コメント

　人材バンクの情報を広く活用してもらえるよう、登録者の増加を図る取り組みを行うとともに、外部からも確認できるよう情報や内容の
整備を行う必要がある。また、あらゆる市民に向けて幅広く普及・啓発を行う必要性から、男女共同参画に資することのできる男性の登録
も視野に入れて充実を図ることも考えていきたい。



（おもて）

平成26年度 第９次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

男女共同参画登録団体補助金の交付件数

　

　

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0 0 0

12 12

実績 11 9 10 12 0

平成26年度 平成27年度指標名 単位 区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度

活
動
指
標

1

男女共同参画登録団体の活動への助成件数

件
目標 18 14 14

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

0.10 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の

内訳

正規職員 0.10 0.10 0.10

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.000.00

人件費　Ｂ 750 743 729 752 0

0 0

一般財源 573 493 586 572 0

0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 0 0 0

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円）

直接経費　Ａ 573 493 586 572 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 1,323 1,236 1,315 1,324 0

0

地方債 0 0

平成26年度 平成27年度

年度別計画

補助金交付 補助金交付 補助金交付 補助金交付 補助金交付

内
容

平成23年度 平成24年度 平成25年度

年度別実績

７団体 
１１事業 
５７３千円

６団体 
９事業 
４９３千円

６団体 
１０事業 
５８６千円

７団体 
１２事業 
５７２千円

　

対象
（何を、誰を）

鳥取市男女共同参画登録団体

意図
（どのような状態
にするために）

登録団体が行う男女共同参画推進に関する広報・研修等の事業費等を助成することにより、各団体の自主的活動 
が活性化され、市民への男女共同参画意識の普及と高揚を図る。

手段
（どうするのか）

補助金を交付する。 
・補助金額：上限10万円（補助率3/4）

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 男女共同参画登録団体補助金 予算事業コード 01-02-01-07-14-14

施
策
の
目

標

目標の種別 平成23年度 平成27年度
「社会全体で男女の地位が平等になっている」と思う割合 0% 0%

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

鳥取市男女共同参画推進条例、第
２次鳥取市男女共同参画かがやき
プラン

施策 2202 男女共同参画社会の形成

事業分類区分 ソフト（任意）

女性の審議会委員登用率（９月上旬確定予定） 31% 40% 運営方法 補助金交付

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 000938 重点事業区分 －

事務事業名 男女共同参画登録団体補助事業 所属名 人権推進課　男女共同参画室

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 20 心豊かにいきいきと　人が輝くまちづくり 事業期間 平成14年度　～　全期

政策 02 互いの人権を尊重し、心豊かな社会をつくる



（うら）

５．平成26年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

■ １．妥当である

□ ２．ほぼ妥当である

□ ３．あまり妥当ではない

□ ４．妥当ではない

■ １．有効である

□ ２．やや有効である

□ ３．あまり有効でない

□ ４．有効でない

■ １．効率的である

□ ２．やや効率的である

□ ３．あまり効率的ではない

□ ４．効率的ではない

■ １．公平である

□ ２．やや公平である

□ ３．あまり公平ではない

□ ４．公平ではない

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

■ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 ■ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

今後の方向性

担当課長の評価コメント

　　登録団体への補助事業は、団体が市民に男女共同参画について普及啓発する活動を支援していくことで、男女共同参画社会を広めるこ
とを目的に実施している。引き続き支援することで、男女共同参画意識の普及と高揚を図っていきたい。今後は、既存の団体へ新しい活動
内容の導入等の働きかけを行ったり、新規加入団体の開拓を図っていく必要がある。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

目的の妥当性
男女共同参画を推進する上で団体育成は必要である。

・市が関与すべき範囲か
・対象と意図は現行でよいか
・適切な目標が設定されているか

事業の有効性
各団体でそれぞれ団体ならではの新たな試みや、啓発普及活動をされてい
る。

・成果の向上につながっているか
・同じ目的をもつ他の事務事業はないか

資源投入の効率性
資源投入は妥当である。

・事業の実施手法は効率的か
・高い費用対効果が得られているか
・外部委託の可能性はないか

サービスの公平性
団体間だけでなく、市民等にも啓発活動を行っている。

・対象は適切か
・受益者負担は適正か

2
　

3
　

64% 71% 100%

事務事業の実施概要

【問合せ先】男女共同参画室 0857-20-3166
【９次総の施策体系】2202
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　当初予算・Ｐ２４（人００２）
【事業の概要】
●経過及び背景
　男女共同参画を推進するための核となる団体を育成・支援することにより、本市におけ
る男女共同参画社会実現に寄与する。
●目的及び効果
　男女共同参画社会の実現に向けて活動している登録団体が行う、男女共同参画推進に関
する広報・研修等の事業費等を助成することにより、各団体の自主的活動が活性化され、
市民への男女共同参画意識の普及と高揚を図る。
●内容
（１）補助対象者　　鳥取市男女共同参画登録団体及び各合併地域を活動範囲とする支部
等
（２）補助対象事業　男女共同参画に関する研修事業等（参加者旅費、食糧費を除く）
（３）補助金額　　　１０万円を限度とし、補助対象経費の３／４、１団体が年間３事業
まで
　　　　　　　　　　（登録団体の支部については、年間２事業まで）
【事業の成果】
　補助金交付実績額
　　平成２４年度　 ４９３千円（　９件）
　　平成２５年度　 ５８６千円（１０件）
　　平成２６年度　 ５７２千円（１２件）
　
【今後の課題・方向性】
　今後も引き続き支援することで、男女共同参画意識の普及と高揚を図っていきたい。

指標名 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

指
標
達
成
率

1
男女共同参画登録団体の活動への助成件数

61%





（おもて）

平成26年度 第９次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

啓発講座を受講した者のうち新規受講者の割合

　

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 000940 重点事業区分 －

事務事業名 鳥取市男女共同参画センター活動推進事業 所属名 人権推進課　男女共同参画室

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 20 心豊かにいきいきと　人が輝くまちづくり 事業期間 平成14年度　～　全期

政策 02 互いの人権を尊重し、心豊かな社会をつくる 鳥取市男女共同参画推進条例、第
２次鳥取市男女共同参画かがやき
プラン

施策 2202 男女共同参画社会の形成

事業分類区分 ソフト（任意）

女性の審議会委員登用率（９月上旬確定予定） 31% 40% 運営方法 直営

対象
（何を、誰を）

市民

意図
（どのような状態
にするために）

　啓発講座を通して受講者のジェンダー意識の改善を図り、地域・家庭・職場等あらゆる場面での男女共同参画 
社会実現推進に寄与する。

手段
（どうするのか）

　鳥取市男女共同参画センター「輝なんせ鳥取」を拠点として、第２次鳥取市男女共同参画かがやきプランに基 
づき、幅広く男女共同参画推進のための啓発講座を開催する。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 男女共同参画啓発事業費 予算事業コード 01-02-01-07-14-17

施
策
の
目

標

目標の種別 平成23年度 平成27年度
「社会全体で男女の地位が平等になっている」と思う割合 0% 0%

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

平成26年度 平成27年度

年度別計画

啓発講座開催 啓発講座開催 啓発講座開催 啓発講座開催 啓発講座開催

内
容

平成23年度 平成24年度 平成25年度

年度別実績

啓発講座の開催 
10講座、21回の男女共 
同参画啓発講座を開催 
。 
市民/計379人 
　　（定員計670人）

啓発講座の開催 
７講座、19回の男女共 
同参画啓発講座を開催 
。 
市民/計489人 
　　（定員計700人）

啓発講座の開催 
６講座、13回の男女共 
同参画啓発講座を開催 
。 
市民/計386人 
　　（定員計557人）

啓発講座の開催 
５講座、16回の男女共 
同参画啓発講座を開催 
。 
市民/計397人 
　　（定員計619人）

　

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円）

直接経費　Ａ 679 480 704 599 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 3,678 4,193 4,347 4,360 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 0 0 0

人件費　Ｂ 2,999 3,713 3,643 3,761 0

0 0

一般財源 679 480 704 599 0

0.50 0.00

嘱託職員 1.10 0.80 0.00 0.00 0.00
職員数の

内訳

正規職員 0.40 0.50 0.50

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.000.00

指標名 単位 区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度

活
動
指
標

1

新規受講者の割合

％
目標 50 55 60

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

60 60

実績 36.5 43.3 51 69 0

平成26年度 平成27年度

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0 0 0

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．平成26年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

■ １．妥当である

□ ２．ほぼ妥当である

□ ３．あまり妥当ではない

□ ４．妥当ではない

■ １．有効である

□ ２．やや有効である

□ ３．あまり有効でない

□ ４．有効でない

□ １．効率的である

■ ２．やや効率的である

□ ３．あまり効率的ではない

□ ４．効率的ではない

□ １．公平である

■ ２．やや公平である

□ ３．あまり公平ではない

□ ４．公平ではない

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

■ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 ■ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】男女共同参画室 0857-20-3166
【９次総の施策体系】2202
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ２５（人００３）
【事業の概要】
１　幅広く男女共同参画の推進のための啓発講座を開催する。
２　出前講座として地域・学校・職場等に講師を派遣し啓発を図る。
〈講座の基本柱〉
　　①男女の人権の尊重
　　②政策・方針決定過程における男女共同参画
　　③ワークライフバランスの推進
　　④地域社会における男女共同参画
　　⑤家庭生活と他の活動との両立
　　⑥女性に対するあらゆる暴力の根絶
　　⑦男性にとっての男女共同参画意識の啓発
【事業の成果】
  平成２４年度　４８０千円（参加者数４８９人）
　平成２５年度　７０４千円（参加者数３８６人）
　平成２６年度　５９９千円（参加者数３９７人）
【今後の課題・方向性】
　市民ニーズ等の把握を行うとともに、手法や開催場所を工夫するなど、広く市民に参加
をしていただけるよう、多面的な検討を行っていく。

指標名 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

指
標
達
成
率

1
新規受講者の割合

73% 79% 85% 115%

2
　

3
　

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

目的の妥当性
市民への啓発の手法として必須である。

・市が関与すべき範囲か
・対象と意図は現行でよいか
・適切な目標が設定されているか

事業の有効性
幅広い分野やさまざまな場面について、男女共同参画の視点で考えること
を学ぶことができる。

・成果の向上につながっているか
・同じ目的をもつ他の事務事業はないか

資源投入の効率性
参加者の増加を図ることが重要である。

・事業の実施手法は効率的か
・高い費用対効果が得られているか
・外部委託の可能性はないか

サービスの公平性
市民ニーズ等の把握し、また手法や開催場所などの工夫が重要である。

・対象は適切か
・受益者負担は適正か

今後の方向性

担当課長の評価コメント

　　センター講座への参加者は女性が多いのが現状であるが、男女共同参画の実現には、男性の理解を深めることが必要不可欠である。今
後は、開催方法の工夫や講座の充実を図ることで、男性を含めた多くの人に参加していただけるよう、多面的に検討を行なっていく必要が
ある。



（おもて）

平成26年度 第９次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

図書・ビデオの貸出数

　

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 000934 重点事業区分 －

事務事業名 男女共同参画啓発事業（啓発） 所属名 人権推進課　男女共同参画室

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 20 心豊かにいきいきと　人が輝くまちづくり 事業期間 平成14年度　～　全期

政策 02 互いの人権を尊重し、心豊かな社会をつくる 鳥取市男女共同参画推進条例、第
２次鳥取市男女共同参画かがやき
プラン

施策 2202 男女共同参画社会の形成

事業分類区分 ソフト（任意）

女性の審議会委員登用率（９月上旬確定予定） 31% 40% 運営方法 直営

対象
（何を、誰を）

市民

意図
（どのような状態
にするために）

図書・情報コーナーを充実することにより、市民に対して幅広く男女共同参画に関する意識啓発が図られる。

手段
（どうするのか）

鳥取市男女共同参画センター「輝なんせ鳥取」に図書・情報コーナーを設置し、男女共同参画に関する図書・ビ 
デオ・ＤＶＤの収集・貸出を行う。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 男女共同参画啓発事業費 予算事業コード 01-02-01-07-14-06

施
策
の
目

標

目標の種別 平成23年度 平成27年度
「社会全体で男女の地位が平等になっている」と思う割合 0% 0%

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

平成26年度 平成27年度

年度別計画

図書・ビデオ等の収集 
・貸出

図書・ビデオ等の収集 
・貸出

図書・ビデオ等の収集 
・貸出

図書・ビデオ等の収集 
・貸出

図書・ビデオ等の収集 
・貸出

内
容

平成23年度 平成24年度 平成25年度

年度別実績

貸出実績 
図書　　８８人 
　　　１５８冊 
ビデオ　　１人 
　　　　　２本 
 
購入実績　図書３９冊

貸出実績 
図書　　９１人 
　　　１７５冊 
ビデオ　　２人 
　　　　　４本 
 
購入実績　図書４１冊

貸出実績 
図書　１０３人 
　　　２１６冊 
ビデオ　１４人 
　　　　２７本 
 
購入実績　図書４１冊

貸出実績 
図書　　９０人 
　　　１７９冊 
ビデオ　　３人 
　　　　　７本 
 
購入実績　図書４６冊

　

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円）

直接経費　Ａ 67 65 67 67 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 817 436 431 443 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 0 0 0

人件費　Ｂ 750 371 364 376 0

0 0

一般財源 67 65 67 67 0

0.05 0.00

嘱託職員 0.20 0.20 0.00 0.00 0.00
職員数の

内訳

正規職員 0.10 0.05 0.05

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.000.00

指標名 単位 区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度

活
動
指
標

1

男女共同参画等に関する図書・ビデオの貸出数

冊・本
目標 200 220 240

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

240 240

実績 160 179 243 186 0

平成26年度 平成27年度

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0 0 0

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．平成26年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

■ １．妥当である

□ ２．ほぼ妥当である

□ ３．あまり妥当ではない

□ ４．妥当ではない

■ １．有効である

□ ２．やや有効である

□ ３．あまり有効でない

□ ４．有効でない

□ １．効率的である

■ ２．やや効率的である

□ ３．あまり効率的ではない

□ ４．効率的ではない

■ １．公平である

□ ２．やや公平である

□ ３．あまり公平ではない

□ ４．公平ではない

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

■ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 ■ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】男女共同参画室 0857-20-3166 
 
【９次総の施策体系】2202 
 
【予算計上の経過】なし 
 
【事業の概要】 
　平成１４年１０月のオープンから、鳥取市男女共同参画センター「輝なんせ鳥取」内に 
、図書・情報コーナーを設置している。 
１　男女共同参画に関する図書・ビデオ等の購入 
２　男女共同参画に関する図書・ビデオの収集及び貸出し 
３　男女共同参画に関する制度やイベント等の情報提供 
 
【事業の成果】 
１　個人・団体の自己研鑽や学習、研修に有効活用されている。 
２　図書・情報コーナーの充実により、市民に対して幅広く男女共同参画に関する意識啓 
発を行った。 
 
【今後の課題・方向性】 
１　図書等のジャンル・蔵書数ともに一層の充実を図る。 
２　法改正やニーズの変化に合った新しい図書等の購入を図る。

指標名 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

指
標
達
成
率

1
男女共同参画等に関する図書・ビデオの貸出数

80% 81% 101% 78%

2
　

3
　

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

目的の妥当性
市民への啓発の手法として必須である。

・市が関与すべき範囲か
・対象と意図は現行でよいか
・適切な目標が設定されているか

事業の有効性
男女共同参画の視点に特化した情報を縦覧できる場の提供として有効であ
る。

・成果の向上につながっているか
・同じ目的をもつ他の事務事業はないか

資源投入の効率性
蔵書や新規購入図書等について紹介など、積極的な周知が必要である。

・事業の実施手法は効率的か
・高い費用対効果が得られているか
・外部委託の可能性はないか

サービスの公平性
各総合支所経由での図書等の貸出し・返却に対応している。

・対象は適切か
・受益者負担は適正か

今後の方向性

担当課長の評価コメント

　図書・情報コーナーは、男女共同参画センターを開設して以来、僅かづつではあるが資料数が増えており、センター利用者以外にも福祉
文化会館利用者にも男女共同参画について知っていただける場となっている。このため、今後も継続して資料の充実を図っていくことが必
要である。



（おもて）

平成26年度 第９次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

女と男とのハーモニーフェスタの参加者数

　

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 000937 重点事業区分 －

事務事業名 男女共同参画啓発事業（ハーモニーフェスタ） 所属名 人権推進課　男女共同参画室

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 20 心豊かにいきいきと　人が輝くまちづくり 事業期間 平成 4年度　～　全期

政策 02 互いの人権を尊重し、心豊かな社会をつくる 鳥取市男女共同参画推進条例、第
２次鳥取市男女共同参画かがやき
プラン

施策 2202 男女共同参画社会の形成

事業分類区分 ソフト（任意）

女性の審議会委員登用率（９月上旬確定予定） 31% 40% 運営方法 外部委託

対象
（何を、誰を）

市民

意図
（どのような状態
にするために）

女性の積極的な社会参画意識の高揚と男女共同参画に関する市民の意識啓発を図り、男女共同参画社会の実現を 
目指す。

手段
（どうするのか）

公募並びに男女共同参画登録団体会員等で構成する実行委員会により「女と男とのハーモニーフェスタ」を開催 
する。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 女と男とのハーモニーフェスタ事業費 予算事業コード 01-02-01-07-14-11

施
策
の
目

標

目標の種別 平成23年度 平成27年度
「社会全体で男女の地位が平等になっている」と思う割合 0% 0%

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

平成26年度 平成27年度

年度別計画

女と男とのハーモニー 
フェスタの開催

女と男とのハーモニー 
フェスタの開催

女と男とのハーモニー 
フェスタの開催

女と男とのハーモニー 
フェスタの開催

女と男とのハーモニー 
フェスタの開催

内
容

平成23年度 平成24年度 平成25年度

年度別実績

女と男とのハーモニー 
フェスタの開催（９月 
２５日） 
①市民/参加者350人 
②実行委員会参画団体 
20団体、個人6名

女と男とのハーモニー 
フェスタの開催（９月 
３０日） 
①市民/参加者400人 
②実行委員会参画団体 
20団体

女と男とのハーモニー 
フェスタの開催（１０ 
月５日） 
①市民/参加者310人 
②実行委員会参画団体 
13団体

女と男とのハーモニー 
フェスタの開催（１０ 
月４日） 
①市民/参加者332人 
②実行委員会参画団体 
16団体

　

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円）

直接経費　Ａ 880 880 600 600 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 3,879 4,593 4,243 4,361 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 0 0 0

人件費　Ｂ 2,999 3,713 3,643 3,761 0

0 0

一般財源 880 880 600 600 0

0.50 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の

内訳

正規職員 0.40 0.50 0.50

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.000.00

指標名 単位 区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度

活
動
指
標

1

女と男とのハーモニーフェスタの参加者数

人
目標 500 500 500

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

500 500

実績 350 400 310 332 0

平成26年度 平成27年度

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0 0 0

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．平成26年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．妥当である

■ ２．ほぼ妥当である

□ ３．あまり妥当ではない

□ ４．妥当ではない

□ １．有効である

■ ２．やや有効である

□ ３．あまり有効でない

□ ４．有効でない

□ １．効率的である

■ ２．やや効率的である

□ ３．あまり効率的ではない

□ ４．効率的ではない

□ １．公平である

■ ２．やや公平である

□ ３．あまり公平ではない

□ ４．公平ではない

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

■ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 ■ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】男女共同参画室 0857-20-3166
【９次総の施策体系】2202
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　当初予算・Ｐ２４（人００１）
【事業の概要】
●経過及び背景
　男女共同参画社会を実現するためには、市民一人ひとりの固定的性別役割分担意識の払
拭が不可欠であり、それに向けた市民への啓発活動が重要である。
　本事業は公募並びに男女共同参画登録団体会員等で構成する実行委員会によって実施
し、平成２６年度で２２回目となる。
●目的及び効果
　（１）女性の積極的な社会参画意識の高揚と男女共同参画に関する市民の意識啓発を図
る。
　（２）参画団体をはじめとする男女共同参画社会の実現を目指す団体活動の育成・活性
化と
　　　　ＰＲ。
　（３）参加者一人ひとりの家庭・地域・職場等での実践と周囲への波及。
●内容
　（１）日時：平成２６年１０月４日（土）１０時３０分～１５時３０分
　（２）場所：鳥取市民会館
　（３）内容：講演・てい談・展示・即売・体験・行政相談
【事業の成果】
　平成２４年度　８８０千円（参加者数４００人）
　平成２５年度　６００千円（参加者数３１０人）
　平成２６年度　６００千円（参加者数３３２人）
【今後の課題・方向性】
　男女共同参画登録団体の変動がないゆえ、参加される構成員も固定化されているのが現
状である。
　実施内容についても同様であり、実行委員会のあり方等について検討する必要がある。

指標名 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

指
標
達
成
率

1
女と男とのハーモニーフェスタの参加者数

70% 80% 62% 66%

2
　

3
　

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

目的の妥当性
男女共同参画推進の手法として、必要である。

・市が関与すべき範囲か
・対象と意図は現行でよいか
・適切な目標が設定されているか

事業の有効性
実行委員会のあり方など検討する必要はあるが、男女共同参画の推進には
欠かせない事業である。

・成果の向上につながっているか
・同じ目的をもつ他の事務事業はないか

資源投入の効率性
資源投入は妥当である。

・事業の実施手法は効率的か
・高い費用対効果が得られているか
・外部委託の可能性はないか

サービスの公平性
団体間の交流の場であるとともに、広く市民への啓発を行う場であると考え
る。

・対象は適切か
・受益者負担は適正か

今後の方向性

担当課長の評価コメント

　女性の積極的な社会参画意識の高揚と参画団体をはじめとする男女共同参画社会の実現を目指す団体活動の育成及び相互の連携強化につ
いては、一定の成果が得られている。今後は、より多くの市民に啓発できるイベントとなるよう、実行委員会の運営方法や企画内容につい
て検証を行う必要がある。



（おもて）

平成26年度 第９次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

男女共同参画表現コンテスト優秀作品の作品展開催回数

　

　

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0 0 0

4 5

実績 2 2 2 2 0

平成26年度 平成27年度指標名 単位 区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度

活
動
指
標

1

男女共同参画表現コンテスト優秀作品の作品展開催
回数 回

目標 10 15 3

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

0.10 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の

内訳

正規職員 0.10 0.10 0.10

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.000.00

人件費　Ｂ 750 743 729 752 0

0 0

一般財源 98 95 86 97 0

0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 0 0 0

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円）

直接経費　Ａ 98 95 86 97 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 848 838 815 849 0

0

地方債 0 0

平成26年度 平成27年度

年度別計画

男女共同参画フォトコ 
ンテストの実施

男女共同参画表現コン 
テストの実施 
（絵手紙）

男女共同参画表現コン 
テストの実施 
（絵手紙）

男女共同参画表現コン 
テストの実施

男女共同参画表現コン 
テストの実施

内
容

平成23年度 平成24年度 平成25年度

年度別実績

応募実績　　２８点 絵手紙コンテストの実 
施 
応募実績 
一般の部　　　１６人 
　　　　　　　３５点 
小中学生の部　１９人 
　　　　　　　２０点

絵手紙コンテストの実 
施 
応募実績 
一般の部　　　　４人 
　　　　　　　１２点 
小中学生の部　３８人 
　　　　　　　４０点

絵手紙コンテストの実 
施 
応募実績 
一般の部　　　　４人 
　　　　　　　　６点 
小中学生の部　８７人 
　　　　　　　８９点

　

対象
（何を、誰を）

市民

意図
（どのような状態
にするために）

　男女共同参画に関する募集事業を通して、年齢・性別を問わず、あらゆる場面において男女共同参画について 
話し合う機会を創出するとともに、男女共同参画意識の高揚を図る。

手段
（どうするのか）

　広く市民を対象とした男女共同参画に関する募集事業を実施し、優秀作品を使った広報を行う。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 男女共同参画週間事業 予算事業コード 01-02-01-07-14-35

施
策
の
目

標

目標の種別 平成23年度 平成27年度
「社会全体で男女の地位が平等になっている」と思う割合 0% 0%

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

鳥取市男女共同参画推進条例、第
２次鳥取市男女共同参画かがやき
プラン

施策 2202 男女共同参画社会の形成

事業分類区分 ソフト（任意）

女性の審議会委員登用率（９月上旬確定予定） 31% 40% 運営方法 直営

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 000944 重点事業区分 －

事務事業名 男女共同参画啓発事業（参画週間） 所属名 人権推進課　男女共同参画室

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 20 心豊かにいきいきと　人が輝くまちづくり 事業期間 平成14年度　～　全期

政策 02 互いの人権を尊重し、心豊かな社会をつくる



（うら）

５．平成26年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

■ １．妥当である

□ ２．ほぼ妥当である

□ ３．あまり妥当ではない

□ ４．妥当ではない

■ １．有効である

□ ２．やや有効である

□ ３．あまり有効でない

□ ４．有効でない

□ １．効率的である

■ ２．やや効率的である

□ ３．あまり効率的ではない

□ ４．効率的ではない

■ １．公平である

□ ２．やや公平である

□ ３．あまり公平ではない

□ ４．公平ではない

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

■ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 ■ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

今後の方向性

担当課長の評価コメント

　男女共同参画について広く市民に考えていただける事業としては有効であると考える。今後は、より多くの作品を応募していただけるよ
う周知方法を考慮するとともに、入賞作品を活用して広く市民に啓発することを考えていく必要がある

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

目的の妥当性
市民への啓発の手法として重要である。

・市が関与すべき範囲か
・対象と意図は現行でよいか
・適切な目標が設定されているか

事業の有効性
家庭・地域・職場・学校等あらゆる場面で、男女共同参画について話し合う
機会の提供となる。

・成果の向上につながっているか
・同じ目的をもつ他の事務事業はないか

資源投入の効率性
応募者の増加を図ることが重要である。

・事業の実施手法は効率的か
・高い費用対効果が得られているか
・外部委託の可能性はないか

サービスの公平性
市報等で広く作品を募集し、また審査会を開催して入賞作品の選考を行っ
ている。

・対象は適切か
・受益者負担は適正か

2
　

3
　

13% 67% 50%

事務事業の実施概要

【問合せ先】男女共同参画室 0857-20-3166 
 
【９次総の施策体系】2202 
 
【予算計上の経過】なし 
 
【事業の概要】 
１　男女共同参画週間事業（男女共同参画表現コンテスト事業） 
２　男女共同参画に関する絵手紙を募集し、入賞作品を表彰・展示 
３　入賞作品を使った広報 
 
【事業の成果】 
　男女共同参画について話し合う機会が創出され、意識の高揚が図られた。 
　　・平成１７～１９年度　「女と男の一行詩募集事業」 
　　・平成２０年度　　　　「男女共同参画シンボルマーク募集事業」 
　　・平成２１～２２年度　「男女共同参画標語募集事業」 
　　・平成２３年度　　　　「男女共同参画フォトコンテスト」 
　　・平成２４～２６年度　「表現（絵手紙）コンテスト」 
 
【今後の課題・方向性】 
　各種イベントや市関連施設等で入賞作品の展示を行っていく。

指標名 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

指
標
達
成
率

1
男女共同参画表現コンテスト優秀作品の作品展開催回数

20%


